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いじめをしない生徒を育てます！

◎六根の徹底と、卑怯なふるまいを許さな
い雰囲気を作ることで、小中プライドを
高めます。

◎道徳教育や人権教育をさらに推進し、
心の通う、お互いの人格を尊重し合える
「自治力」の高い生徒を育てます。

◎朝読書と自問清掃活動で落ち着いた心を
育てます。

◎生徒会活動や部活動など主体的な自治活
動で自律心を育てます。

◎規律正しい態度で、日常生活や学校行事
等の係活動を充実させ、自己存在感や自
己肯定感を高めます。

◎さまざまな教育活動において、言語活動
を活性化し、心の通じ合うコミュニケー
ション能力を高めます。

いじめをさせない学校を作ります！
◎生徒からの訴えや情報をきめ細やかに把握し共通理
解のもと全職員で早期問題解決にあたります。
◎QUの活用や教育相談の充実を図り、学級内の人間関係
の把握に努めます。
◎「生活ノート」の活用や「各種アンケート」の実施に
より、生徒が相談しやすい体制を整えます。
◎学級活動を中心とした特別活動を充実させ、お互いを
認め合える温かな集団づくりをめざします。
◎教師の意識の高揚や資質向上のために生徒理解の方法
や防止策を取り入れた研修を実施します。
◎言語環境や季節の文化的行事の飾り付けなどにより、
校内外の環境整備に努めます。
◎小山中いじめ防止基本方針が実情に即し機能している
かをＰＤＣＡサイクルで検証し、いじめを生まない土
壌づくりに努めます。

いじめを許さない環境づくりに

貢献します！

◎学校だよりを通して、保護者・地域住民と

の信頼関係を深め、連携・協働が進むよう

努力します。

◎学年だよりの内容を見直し、よりよい情

報が提供できるよう工夫します。

◎学区内小学校との連携を深め、地域全体

で子どもを見守ります。

◎関係機関との連携を図り、情報共有体制

を構築し、指導上必要な支援を受け入れま

す。

◎心の教室通信を発行し、ＳＣを利用しやす

い環境づくりに努めます。


